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研究成果報告書（掲載期間 2020.11.1－2021.10.31） 

学会発表 
(1) 小林優馬, 杣谷啓, 岡部貴雄：フッ素系ポリマーナノ粒子を分散させたイオン液体の潤滑特性 −ナノ粒子をイオン

液体中で合成した場合−，日本トライボロジー学会，トライボロジー会議 2021年秋，2021年 10月 29日，(オンラ

イン開催)． 

(2) 杣谷啓, 近藤文義, 内田孝紀：大気圧観測プローブの計測確度の数値的検討，日本設計工学会，2021年度秋季大会

研究発表講演会，2021年 10月 2日，(オンライン開催)． 

(3) Kei Somaya：EXPERIMENTAL INVESTIGATION OF THE HIGH-SPEED INSTABILITY OF AERODYNAMIC 

FOIL JOURNAL BEARINGS SUPPORTED BY STRAIGHT SPRING BEAMS，MALAYSIAN TRIBOLOGY 

SOCIETY，THE 3rd MALAYSIAN INTERNATIONAL TRIBOLOGY CONFERENCE，2021年 7月 5日，(オン

ライン開催)． 

(4) 矢木 雄一郎, 杣谷 啓：弾性梁を用いたフォイルジャーナル軸受の高速安定性に関する研究，日本トライボロジー

学会，トライボロジー会議 2021年春，2021年 5月 24日，(オンライン開催)． 

(5) 小林優馬, 杣谷啓, 岡部貴雄, 宮本潤示：スパッタリング法による金属粒子分散イオン液体の製造に関する研究，日

本設計工学会，東海支部令和２年度研究発表講演会，2021年 3月 3日，(オンライン開催)． 

(6) 杣谷啓, 近藤文義, 内田孝紀：大気圧観測プローブの計測確度に対する風速・風向の影響，日本設計工学会，東海支

部令和２年度研究発表講演会，2021年 3月 3日，(オンライン開催)． 


